





Sir Laurence Olivier and Vivien Leigh in Glen Byam 






  Laurence Olivier, the greatest actor of the 20th century, played the title role in Glen 
Byam Shaw’s production of Macbeth in 1955, with his second wife, Vivien Leigh, as 
Lady Macbeth. This was a superb staging, but unfortunately, unlike his Hamlet, 
Othello and other great roles, it was never captured on film for posterity. This paper 
tries to show―based mainly on the producer’s notebook―the wonder of this staging, 
derived from Shaw’s well-advised directions, Olivier’s strong and ambitious Macbeth, 
and Leigh’s excessively passionate but physically weak Lady Macbeth, and discusses 
its artistic value in the stage history of the play. 
 
 






いる。1962 年に国家の補助を受ける劇団、ナショナル・シアタ （ー(Royal) National Theatre 
(Company)）を設立し、12 年間にわたって自らその芸術監督を務めた。その偉大な功績が
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認められ、彼は 1947 年に「サー」の称号が与えられ、70 年に俳優として初めて男爵に叙
せられた。さらに 81 年には名誉勲位も授与されている。 
オリヴィエの見事な舞台はたびたび映画化されている。44 年の『ヘンリー五世』、48 年
の『ハムレット』、55 年の『リチャード三世』では、主演だけでなく自ら制作、監督も手
がけた。64 年にシェイクスピア生誕 400 周年を記念して彼が主役を演じ、マギー・スミス




プロウライト（Joan Anne Plowright, 1929- ）がポーシア役で共演している。さらに 83
年には、彼の演じるリアも映像化されている。しかし、55 年に彼が、当時の彼の妻であり、












才年上のギールグッド（Sir (Arthur) John Gielgud, 1904-2000）と共演し、ロミオとマキ
ューシオーを交代で演じ、美しい台詞回しのギールグッドの古典的な演技とオリヴィエの
エネルギッシュな演技との対比が話題になった。37 年からはオールド・ヴィック（Old Vic 
Theatre）で、シェイクスピアの作品の主役を演じるようになる。その後、ニュー・ヨーク






































埼玉女子短期大学研究紀要 第 19 号 2008.03 
 －102－
Academy of Dramatic Art）への入学を果たした。しかし、まもなく法廷弁護士のリー・
ホフマンとの結婚が決まり、彼女はわずか２学期で退学してしまった。翌 33 年には女の子
が生まれたが、34 年 12月に、舞台で『シアター・ロイヤル』（Theatre Royal）のトニー
をオリヴィエが演じているのを初めて観たとき、「この人、私が結婚する人よ」と隣で観て
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